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画像処理を用いた農産物の品質検査システムの開発

農産物の長さや曲がり、色、形状を画像計測するシステムを開発しています。

画像処理を用いた太陽電池の品質検査システムの開発

応用分野

液晶チューナブルフィルタ 冷却CCDカメラ

首振りカメラ 画像入力ボード

主な保有機器・装置

各種製造業 農業機械＆ロボット製造業
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教授 森尾 吉成

生物資源学部・生物資源学研究科　共生環境学専攻　環境情報システム工学講座　生物環境制御学研究室

関連ホームページ

http://www.bio.mie-u.ac.jp/~morio/森尾吉成のページ

機械、エレクトロニクス、農林水産(含食品) 

(もりお よしなり)

《一言アピール》

カテゴリ)

現場の要望に答えて独自の画像処理アルゴリズムを構築し、専用の画像処理ライブラリーを提供することが可
能です。開発した画像処理ライブラリーのいくつかは、すでに民間企業にも導入されています。

画像処理技術を用いた車両走向路自動検出システムの開発

太陽電池の品質を検査するシステムを開発しています。太陽電池パネル上の結晶に発生した割れを検出す
るシステムを開発し、特許を取得しました。

作業者の行動に合わせて作業を支援する作業支援ロボットの開発を行っております。作業現場を移動する
作業者の行動を首振りカメラを用いて自動追尾しながら、作業者の位置ならびに作業姿勢を自動検出する
システムを開発しています。作業姿勢の変化から、作業行動を理解し、作業に必要な支援をロボット自ら
意思決定できるシステムについても開発しています。

自律走行車両が車道や圃場内を走行する際に必要となる、走向路を自動認識するシステムを開発していま
す。

画像処理技術を用いた作業安全安心のための作業者支援システムの開発
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特許

特許公開2011-134764 発明の名称:太陽電池の検査装置、太陽電池の検査方法およびプログラム
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用いた作業者位置姿勢検出システムの開発. 農業機械学会誌. 74(4)，301-311，2012．
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